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【緒⾔】 アイソタクチックポリプロピレン（iPP）には多形が存在し、このうちa相（単斜晶）が最
も多く発現する。a相は、単斜晶の結晶格⼦中の 31らせんのメチル基の上下の向きがランダムなa1 相
（C2/c）と秩序性をもつa2 相（P21/c）に区別される。特に b 軸サイズは、a1 相よりもa2 相のほうが
やや⼩さい(約 0.02nm)ことが報告されており 1)、分⼦鎖のパッキングの影響を受けやすいことが推測さ
れる。a1 相は低い結晶化温度(Tc)で、⾼秩序性のa2 相は⾼ Tcで⽣成し、中間の Tc=120℃〜150℃程度
の範囲では共存する 2,3)。最近、シンクロトロン放射光を⽤いた⾼分解能の X 線回折実験で、040 反射
が多重ピークとなることが明らかになった。本研究の⽬的は、α相の 040 反射の多重ピークの由来を
明らかにすることと、融解、再結晶化挙動の検討から構造形成メカニズムを明らかにすることである。
本報告では、α相 040 反射プロファイルの温度依
存性、Tc依存性を検討した結果を⽰す。 
【実験】 試料には iPP（Mw=240×103、Mw/Mn=4.4、
[mmmm]=97.8%）を⽤いた。X 線測定は、SPring-8 
FSBL ビームライン BL03XU[透過法]、および、九
州シンクロトロン光研究センター（Saga-LS）
BL15[ディフラクトメータ法]にて⾏った。温度制
御には、温度ジャンプ装置（⽇新精器製）[BL03XU]、
または、ホットステージ（Anton Paar 製）[BL15]
を⽤いた。 
【結果と考察】 Fig.1 に異なる Tcでオイルバス中
で等温結晶化した試料の 50℃での 040 プロファイ
ルを⽰す（Saga-LS）。040 反射はダブルピークとな
り、Tcが⾼いと低⾓側ピークは⼩さくなり、広⾓
側ピークが⼤きくなった。 

Fig.2 に Tc＝130℃で等温結晶化した試料をその
まま 10℃／分で昇温し、164℃で保持したときの
040 プロファイルの変化を⽰す（SPring-8）。昇温に
ともなって、低⾓側ピークは⼩さくなり消失した。
低⾓側、広⾓側ピークはそれぞれ α1 相、α2 相に由
来すると推測される。164℃保持中には再結晶化に
よる強度の増⼤が⾒られるが、同時により広⾓側に
テールが出現し、より b 軸サイズが⼩さいα2 相の⽣
成が推測される。 
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